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1 0 本書は香川県綾歌郡国分寺町国分字上所に所在する国特別史跡讃岐国分寺跡の昭和58年度

発掘調査の概報である。

2。本調査は国庫補助事業として国分寺町教育委員会が実施した。

3。発掘調査は文化庁、奈良国立文化財研究所ならびに香川県教育委員会文化行政課の指導を

受け国分寺町教育委員会が行なった。
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特別史跡讃岐団分寺跡は香川県綾歌郡図分寺町国分字卜月所にあり、旧石器時代の遺跡である

国分台 (407m) のゆるやかな南側のすそ野に開けたところに位渥している。

そこから西約 2kmに讃岐の国司庁跡があり、東約 2kmには讃岐国分尼寺跡がある。国府の調

査は香川県において昭和52年度から数年に亘って行なわれ、倉庫跡、井戸跡、築地跡などが検

出されているが、その規模、中心的建物などはまだ明らかにされていない。また、讃岐国分尼

跡の昭和57年度の発掘調査で寺域の西を画すると

思われる溝状遺構の検出が行なわれた。これは、

過去尼寺は一町四方の大きさといわれていたこと

を覆すものである。これによって尼寺の寺域は一

町半四方の大きさであると考えられるようになっ

た。ただし、昭和 3年に指定された史跡讃岐国分

尼寺跡の範囲は東西は南辺で202.5m、北辺で181.5

mであり、南北は東辺で191.25m、西辺で168.75

mの約一町半の地域である。 （讃岐国分寺尼寺跡）

さらに、 ミ国分寺ミと南の鷲ノ山までの約700-800mの間に古代の官道である南海道も通っ

ていた。また国分寺の南西約 1kmのところには讃岐国分寺等の瓦を焼いたと考えられる澪窯跡：：

（史跡府中・山内瓦窯跡）も残されている。

このように讃岐国分寺の周辺は、古代から政治、経済、文化、宗教の中心地域として栄えて

きたところであると考えられる。

しかし、この国分寺のある国分寺町も古代の官寺である国分寺の創建以前の遺跡については

現在のところあまり多くは見いだされていない。すでに述べたが、国分寺の後方の国分台はそ

こに産するサヌカイト（カンカン石）を用いた一大石器工場と考えられる旧石器時代の遺跡で

ある。これらの石器類は町内では国分寺の西の蓮

光寺山、東の橋岡山、さらには南東約 3kmはなれ

た兎子山でも採集されている。

縄文時代の遺跡は町内ではまったく発見されて

いない。

弥生時代については、国分寺の北西の蓮光寺山

の槙原 (70-80m) で中期の壺、甕類が計 8点掘

りだされているが、遺跡等の検出は行なわれてい

（府中。山内瓦窯跡）
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ない。

古墳時代になると町内にもいくつかの古墳が知

られていた。さらに58年度の埋蔵文化財の分布詞

査でも新たに数基の古墳が確認された。しかし、

最大のものでも径8.5m高さ約4mで横穴式石室を

もつ石ヶ鼻古墳であり、固辺の地域と比べてむし

ろ貧相な感じを受ける。ただ播磨国風土記印南条

に出てくるミ羽若石ミではないかと考えられる鷲

ノ山産の石を使った石棺が県下に町内の 1例を合

めて 8例、大阪柏原市の松岳山古墳、安福寺にあ

る各 1例の計10例が確認されている。 （なお石棺

については11例との説もある）そしてこれらの石

材加工に従事した多くの人々が存在したものと考

えられるが、関連の遺跡遺構は明らかになってい

ない。以上が国分寺創建までの町内の概要である。

（石ヶ鼻古墳）

（石舟石棺）

讃岐国分寺の歴史は天平13年 (741年）国分寺造営の詔勅が聖武天皇により発せられたことに

はじまる。讃岐国分寺の創建年代は特定されていないが、天平勝賓 8年 (756年） 12月に「越後

丹波、丹後…讃岐••日向等廿六國々別領下灌項幡一具、道場幡冊九首。緋綱二條以苑周忌御齋

荘筋。用了収置金光明寺。永為寺物。随事出用之」 （績日本紀）とあり、このころまでには建

立されていたものと思われる。

ただし、現在の国分寺境内から明らかに創建時代の瓦に先行すると推定される瓦が戦前に出

士しており、讃岐国分寺創建以前に清胆生が存在しており、この前寺を整備拡張する形で讃

岐国分寺（金光明四天王護国之寺）が建立された可能性も考えられる。このことについては今

後の発掘調査で明らかになるものと思われる。

讃岐国分寺の寺域は、当時の上国の多くがそうであったように二町四方の寺域を有していた

ものと考えられている。なお現在特別史跡讃岐国分寺跡の指定寺域は東西227m、南北233mの

範囲である。

その伽藍は寺域の中央に造営されるのが普通であるが、讃岐国分寺は、南門、金堂、講堂の

主要伽藍が寺域の西半分（寺域の西端からiの南北線上）に配漑された西中央方式の汀国分寺

式伽藍配置であったと考えられている。このことは現在金堂跡の礎石の様子などからうかが

い知れる。この讃岐国分寺は甲斐、下野、周防の国分寺と相似ているものといわれている。

さて、官寺として建立された讃岐国分寺がいつの時点で堂塔伽藍が整備し終えたかは記録に

は残っていない。さらにその讃岐国分寺も全国の国分寺の例が示すように平安末期には相当衰
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あると考えち九ていること。本宣の屋根の野地翫（こl更活さ，仇

ていた板壁の板に永正、天文時の墨書が発見されていること。又本尊の千手観音立像の腹や腰

のあたりに大永年間の落書ぎがあること。長曽我部氏が四国平定の折に讃岐国分寺に陣をしい

たことが南海治乱記などに見られること。生胸氏、松平氏の文書が残っていることなどである。

このことから讃岐国分寺は創建以来幾度かの盛衰をくりかえして現在にいたっているものと

考えられる。これらの変遷のいくつかも今後の発掘調査でしだいに明らかになるものと思われ

る。

（讃岐国分寺跡遠景）
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① 国分台遺跡

② 檀原

③ 特別史跡讃岐国分寺跡

④ 橋岡山

⑤ 史跡讃岐国分尼寺跡

⑥ 府中山内凡窯跡

⑦石舟石棺

⑧ 兎子山

⑨ 石ヶ鼻古墳



讃岐国分寺の主要なfiJD監等についズ＼国分手町史ミ ミ文化尉のしありミ ミ国分寺町の

（以上国分寺町教育委員会発行） ミ香川県の文化財ミ ミ新編香川叢書考古篇ミ （以上香川県教育

委員会発行）など現在までに明らかにされているものからその概況をみてみると次のようである。

(1) 金堂跡

讃岐国分寺の中心建物である金堂の跡と考えら

れているところには、現在一部移動しているもの

もあるが32個の自然石をもちいた礎石が残ってい

る。

この礎石から建物は東西 7間（約28m) 南北 4

間（約14m) の大ぎさで奈良唐招提寺の金堂とそ

の規模や連築様式が近いものと考えられている。

しかし基壇の状況などについては調査が行なわれ

ていない。
（金堂跡礎石）

（金堂跡礎石実測図） 単位天平尺かっこ内上メートル
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(3) 塔

金堂の心心から南へ55mさ

らにそこから東へ30mの所に

塔の心礎があり、この心礎を

含めて自然石の礎石15個がほ

とんど原位置に残されている。

心礎は東西2.8m、南北1.8m

の大きさでその中央に40.5cm

の柄穴がある。これらの礎石

から塔の大きさは東西10.lm、

南北10.lmであり、 3間 3面

の七重の塔が建立されていた

ものと考えられている。現在

心礎の上に鎌倉時代と推測さ

れている高さ 3.15mの五重の

石塔（七重の石塔と呼ぶ人も

いる）が建っている。
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（塔跡礎石実測図）
渭香川県の文化財、
勺文化財のしおり、より

(3) 講堂跡

現在白牛山国分寺の本堂が建っているところが、元の講堂跡ではないかと推定されている。

昭和16年から 18年にかけて行なわれた本堂の解体修理の時に床下の基壇部から奈良時代の瓦片

が検出されたこと、本堂の礎石が金堂跡、塔跡の礎石と同じものであることなどから、現在の

本堂は元の講堂のあったところにその規模を縮小して建てられたのではないかと考えられてい

る。

なお、つけ加えれば現在の本堂は東西17m、南北15.57mの五間五面の一重入母屋造り本瓦葺

建物で、虹梁、斗挟、暮股、間斗束などの形式手法から鎌倉時代中期に建立されたものと考え

られている。 （明治37年 8月29日特別保護建造物、昭和25年 8月29日重要文化財に指定）。さら

にこの本堂には欅の一本造りで高さ5.24mの丈六の千手観音立像が本尊としてまつられている。

（明治34年 3月27日国宝、

昭和25年 8月29日重要文化財に指定）。

この千手観音立像は平安時代末期の作ではないかと考えられている。
、4~· 

稔

-6- （白牛山国分寺本堂）
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門については現在のに王門が南門ないしは中門の跡ではないかとの説もあるが確認はされて

いない。

また、僧房跡の礎石ではないかと考えられる石が本堂裏の水田の中に数個確認されている。

回廊、鐘楼、その他雑舎などの跡については現在のところ明らかにされていない。
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1 . 耕作土

2. 淡灰色粘質土層

3. 床土

4. 茶灰色粘質土層

5. 暗灰茶褐色粘質土層

6. 暗灰色粘質土層

7. 淡灰色粘質土層（礫混入）

8. 淡黄灰色粘質土

9. 暗灰褐色粘質土層

10. 灰黄褐色粘質土

11. 暗灰黄褐色粘質土層（礫混入）

（上層図 1)

12. 暗灰褐色粘質層

13. 暗灰色粘質土層（礫混入）

14. 暗灰色砂質土層

15. 暗茶褐色粘質土

16. 茶褐色粘質土

B-2 北壁
B-3 
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1 . 耕作土 10. 灰褐色粘質土層

2. 床土 11. 暗茶灰色粘質土層（礫混入）

3 . 灰褐色粘質土層 12. 暗灰色砂質土層

4. 淡灰褐色粘質土層（礫混入） 13. 暗灰褐色粘質土層

5. 暗褐色粘質土層 14. 暗茶黄褐色粘質土層

6. 暗灰褐色粘質土層（礫混入） 15. 暗茶褐色粘質土層（礫混入）

7. 淡灰褐色粘質土層（瓦片を多く含む） 16. 暗灰褐色砂質土層（礫混入）

8. 淡黄灰褐色粘質土層 17. 淡灰黄褐色粘質土層

9. 淡灰褐色粘質土層（礫混入） 18. 暗灰黄褐色粘質土層

（土層図2)
E-2 
E-3 南壁

-10-



5圏遺構について

(1) はじめに

58年度調査で明らかになった注目すべき遺構は、創建当時のものと推定される讃岐国分寺の

東の築地とそれにそった溝（堀）ならびに北の築地の肩と思われる土層の高まりの検出である。

(2) 東築地跡

特別史跡讃岐国分寺跡の指定寺域は東西227m、南北233mの方二町の広さであり、その東西

ならびに北に幅約 2-5mの畑地が一段高くなって寺域をめぐっていた。今年度の調査が行な

われるまでは、その畑地が讃岐国分寺の堺界を画する築地跡または土塁跡ではないかと考えら

れていた。

しかし、調査を開始してまもなく、南北に設定したトレンチ (3m X 10m) の耕作土下約50

-60cmのところの西側に幅数十センチで30mにも及ぶ瓦列が検出された。このためこの瓦列の

ひろがり、ならびにその性格の確認を中心に作業を進めたところ、調査区の拡張によってトレ

ンチ西側でみられたのと同じ瓦列が 2-3m東でも検出されるに及んだ。この結果、この瓦列

が国分寺創建当時の東の築地に関するものであると推定されるにいたった。そして、この東西

に検出された瓦列の間が築地の基壇部分であると考えられその大きさは基底部幅約360cm、上部

幅約300cmであった。この築地跡は調査に先だって測定した現国分寺の仁王門と本堂の建物の中

心線にほぼ平行している。しかし、この築地の建築様式などについては不明な点が多く、今後

の調査に待たなければならないように思う。ただ、築地の基壇の中心付近に直径50cm前後のピ

ット状落ちこみが 3個確認され、築地の中心に柱をもちいていた可能性も考えられるが、南の

方は上部が削平されたのか、それらしき痕跡は検出することが出来なかった。
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-11- （東築地瓦列実測図）



(3) 北築地跡

南北に確認された築地跡は調査区の最北端で西に曲っているのが認められた。これは北の築

地跡と考えられ、その内側の肩の部分と推定される基壇状高まりが西へ約17m検出された。ま

た、そこにはあわせてピット状落ちこみ（柱穴？）と考えられるものも 3個見つかっているが、

東の築地跡では築地の中心付近に、この北の築地跡ではその内側肩の部分で検出され状況が少

し異なっている。ただし北の築地についてはその中心を確認するトレンチの設定が出来ないま

まであり断定的なことについては言及できない。

（北築地検出 調査区全景）
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底輻約 lmi太さ 6Qcn,の大きどの嘉か恨出されだ。アこlここの虐の哀善Iこついては

線から南へ約30mのところで大きくその状態を異にしているのが明らかになった。北側部分は

その最底部と考えられるところに小礫が多く混入しており地山の確認にとまどいを感じた。し

かし、南側部分についてはその底部が帖土質層で固められているのが確認され、溝の残り具合

が大変良い状態で検出された。

(5) その他

讃岐国分寺境界部分の東西、及び北をとり囲んでいる幅 2-5mの畑地のうちの東の部分に

ついては、創建当時のものと推定される築地跡の確認によって、新たな位置づけが必要となっ

だ。

今回の調査の結果、それは、寺域南北233mのほぼ中間に設けたニヶ所のトレンチから、幅約

5mに及ぶ基壇状の高まりと推定される遺構が検出されたこと、あとの遺物のところとも関連

するが、遺物の包含状況などから後世寺域を拡張した際につくられた土塁跡ではないかと考え

られる。ただ北側の境界については築地のまわりの部分がとりついており創建当時の築地跡が

そのままの状態か少し手を加えて後世まで使用されたのではないかとも考えられる。

述べてぎた遺構以外に、数個の博を一列にならべたもの、ならびに黒く焼けた士層のひろが

りが確認され工房跡等に関連する遺構ではないかとも考えられるが、調査区の拡張ができない

ままでありその性格を明らかにすることは出来なかった。さらに今回検出された東築地跡から

寺域東の後世の土塁跡と考えられる幅10数メートルの間には耕作土の下に多量のこぶし大の礫

がそうとうの厚さで敷きつめられていた。この礫層の性格についても解明は不充分かつ不明な

ままであるといわざるを得ない状態である。

（瓦の出土状況） （礫の出土状況）
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（博 列） （土器の出土状況）

J□ □□ ］
 

z
 □ 

築

地

基

壇

O
'

「一

゜ー「」゜
．
 

m
 ゜... 

b
 ゚

2
 

＼
 

•\ 

I

I

 

1

1
ー

1

1

ー

＇` 

ー

ー

l

l

1

1

ー

1

1

ー

ー

9
1
 

＼
 

ー

’̀’ 

，
 

ー

，
 

9
,＇
1
9

ー

1

1

1

1

1

,

蓋
~
1
1
9
1

ー

1
9
 

＇ 

`
’
`
．
I
I
`
‘
ー

9

9

 

I
I
 

，
 

9

,

 

＇ ，
 

，
 

，
 

＇` ，
 

，
 

（東築地ならびに溝の配置図）
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6 . 遺物について

1 . はじめに

58年度調査区からは多量の瓦片ならびに簿、須恵器、土師器、黒色土器、白磁、鉄釘などの

遺物が検出された。特に瓦のうち一点湛図分金光明□ミとヘラ書きされた丸瓦の検出は注目に

あたいするものである。

2. 瓦

検出された瓦は軒丸瓦、丸瓦、軒平瓦、平瓦ならびに鬼瓦の破片と考えられるものなどであ

る。このうち今回の調査で検出された東の築地跡ならびに北の築地の肩と思われる遺構に関連

するものとしては多量に出土した平瓦、丸瓦の類である。

平瓦は凸面には縄目文が残り、凹面は細かい布目の痕をヘラ状工具で調整しているものが多

い。

丸瓦は多くは凸面を丁寧に擦消しているものがほとんどであり行基式より玉縁付丸瓦の方が

多く出土している。この玉縁付丸瓦の中で最も注目すべき瓦は東築地の内側の瓦列から出土し

た文字瓦である。この瓦は左端に湛國分金光明□、とヘラ書きされており、 渭見と沼金ミの

文字の左側が切れていることなどから瓦の製法を知る上でも重要な遺物と考えられる。

軒丸瓦は築地の基壇部付近で奈良～平安時代のものと考えられる六葉複弁蓮華文、八葉単弁、

同複弁蓮華文瓦が4点出土している。このうち注目すべきものは築地瓦列に混じって出土した

八葉複弁蓮華文瓦である。瓦当の径が23cmもあり過去讃岐国分寺跡からは出土例がみられない

ものである。しかし、築地付近では軒平瓦の出土がなく、これらの軒丸瓦が築地に使用されて

いたかどうかは判然としないままである。

また、指定寺域東限から西へ約13mの間に礫を多量に含んだ層が検出されている。この層か

らは鎌倉期のものと思われる三巴文軒丸瓦が出土している。さらにここでは径が9.5cmしかな

い非常に小型の八葉複弁蓮華文瓦も出土している。このように軒丸瓦は計 9点出土している。

軒平瓦については、東築地にそった溝の東側でほぼ完形な均正唐草文の文様をよく残してい

るものも含め破片が10数点出土している。

3. :t専

完形に近いくさび型博が東築地の内側の溝のところで出土するとともに北築地の肩の部分に

みられるピット近くから完型のもの、ピットの中から半分にわれたものが出土している。また、

東築地からさらに西側に設定したトレンチから完全なものではないが博列も検出されている。

これらのものを含め合計で10数点の薄が出土しており時代的には奈良後期から平安初頭が考え

られる。

-15-
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紀初頭頃のらのと厄わ礼る杯身も出土して＼ミる。

また寺域南北233mの中間付近に設定した 1、レンチで小礫群に混じって鎌倉～室町期頃のもの

ではないかと考えられる土師質土器類が多量に出土した。さらに土器類ではその他に黒色上器、

瓦質土器、白磁、青磁などが検出されている。

遺構との関連について土器類をみてみると、溝にかかわるものは意外に少なく、底部から黒

色上器、瓦質土器（和泉佐野産と考えられる）、土師器、須恵器が出土している。また遺構面を

覆いつくしている淡灰色枯質土層（礫混入）からは、白磁、青磁、土師器、須恵器などが出

土している。築地にかかわるものとしては上師器、瓦質土器などが出士しているがその量はそ

んなに多くはない。

このように土器については奈良時代に先行するものから中世のものまでその年代は広範囲に

わたっている。

5. その他

その他の遺物としては鉄釘、鉄さい、銅さい、古いものでは石鏃などである。
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瓦当一怒17.Ocm 原さ少0cm

中区中房径4.5cm

蓮子 1+6 灰色を呈し、胎土は砂粒

を多く含む

A-3WE 築地北東隅基壇上出土
2口八葉複弁蓮花文軒丸瓦

瓦当一径23cm 厚さ 6.0cm

中区中房径7.8cm 蓮子 1+8 暗灰色

C-3NS 築地内側瓦列中出士

3. 六葉複弁蓮花文軒丸瓦

瓦当一径15.Ocm 厚さ 4.5cm

中区中房径3.5cm

蓮 1+6 灰色

J-3N S 築地内側瓦列中出土

4. 八葉複弁蓮花文軒丸瓦

瓦当一径17.5cm 厚さ 3.7cm 

中区中房径 5cm 

蓮子 1+6 灰色

J-3WE 築地内側瓦列中出土

5. 八葉単弁蓮花文軒丸瓦

瓦当一径21.0cm 厚さ4.5cm かなり破

損している

中区中房径 5cm 

M-ZWEより出土

6. 左捲き三巴文軒丸瓦

瓦当一径18.4cm 周緑の幅2.5cm
かなり破損している

E-2 第 3層（礫混入）より出土

7. 八葉複弁蓮花文軒丸瓦

瓦当一径9.5cm 厚さ 7.5cm

中区中房径2.0cm

蓮子 1+8 暗灰色

E-ZWE 淡白灰色粘質土（礫混入）

より出土

8. 均正唐草文軒平瓦

瓦当厚さ6.0cm 上弦幅25.5cm

下弦幅26.3cm

弧深5.0cm

厚さ 2cm 

長さ 27.2cm

玉縁部分は破損している

C-3N S 築地内側瓦列中出土

10. 平瓦

11. 墳

12. i専

長さ33.5cm 厚さ2.0cm

上幅25.5cm 

下幅23.Ocm 淡白灰色

B-3NS 築地内側瓦列中出土

長さ40.0cm 幅25.5cm

明茶色、軟質

A-4WE 築地基壇のピット近くから

出土

長さ38.0cm 上幅40.0cm

下幅25.5cm

厚さ 14.0cm

明黄茶色

ほぼ中央に貫通する径 1cmの穴がある

E-3N S 築地内側瓦列中出土

一土器一

13. 須恵器

14. 杯

杯身 口径12cm 器高 4cmを測る

受部が明瞭で、端部は丸味を帯

びている

胎土精良で焼成も良好

底部はヘラ削りによってほぼ平

坦な面をなす

ともにB-3NS 築地瓦列中

より出土

口径14.0cm 器高3.2cmを測る

器壁は薄く焼成は堅緻である

体部～口縁部にかけて、直線的に外開

青灰色を呈し、外面は灰緑色自然釉を

-17-



16. 皿

17. 皿

旱←びている

J -3'¥i(「E 第 4 層口~LJ:' ェ

口怪18.2cm 器高6.3cmを測る

高台は外方へふんばらない低い高台を

持つ

焼成良好で堅緻、青灰色を呈す

J-3WE 第 4層中出土

口径17.8cm 器高2.1cm

焼成は軟質で灰白色を呈し、一部黒化

している

口径17.8cm 器高2.8cm

焼成は軟質で灰白色を呈している

J-3WE 第 4層中出士

18. 杯蓋

口径15.2cm 器高3.0cm

つまみは項部中央で僅かに高まる

端部は0.6cmを測り内傾するが、ゆる＜

外彎する

J-3WE 第 4層中出土

19. 杯蓋

口径15cm 器高2.7cm

ボタン形状のつまみをもつ

天井部から緩く下がってやや内に折る

J-3N S 築地内外瓦列中出上

20. 杯蓋

口径15.6cm 器高2.5cm

つまみは頂部中央で僅かに高まる

天井部から口縁にかけて脹らみをもっ

て下がる

内面頂部を仕上げナデ、横ナデ調整を

している

J-3N S 築地内側瓦列中出

一土師器一

21. 杯

口径14.4cm 器高3.5cm

体部内外面ともナデ調整

ベ9万
,_L, 

23. 杯

24-. 杯

口径13.7cm 器高3。2cm

内外面ともナデ調整

外面底部にタタキの痕跡が認められる

赤橙色を呈し、胎上精良で焼成も良好

A-ZWE 淡灰白枯質土（礫混入）

より出土

口径14.6cm 器高3.6cm

内外面ともナデ調整

かなり磨耗している

胎士は粗く微砂粒を多く含む

乳橙白色を呈す

A-3NS 淡灰色枯質士（礫混入）

より出土

口径14.6cm 器高3.6cm

内外面ともヘラ磨きの痕跡が認められ

る

淡橙色を呈し、焼成は普通である

25. 小皿

口径8.2cm 器高1.5cm

淡橙色を呈し、底部内面に指頭圧痕が

認められる

胎土精良で焼成も良好

26. 小皿

口径8.2cm 器高1.8cm

乳灰白色を呈し、胎土は普通で徴砂粒

を含む

ともにB-2NS 築地基壇上より出上

27. 黒色土器

-18-

口径14.5cm 器高5.0cm

高台径4.4cm 高台高0.5cm

内面のいぶし焼きをほどこしてある

内面は斜と平行のヘラ磨ぎが認められ

る

外面は粗雑な横なでののちヘラ削り

高台は分厚で外方へふみ出す

M-2 溝底より出土



遺物 1 遺物 2 遺物 3

遺物 4 遺物 5 遺物 6 

遺物 7 遺物 8 遺物 9 
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遺物 10 遺物 11 遺物 12 

遺物 13 遺物 14 遺物 15

遺物 16 遺物 17 遺物 18
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遺物 19 遺物 20 遺物 21

遺物 22 遣物 23 遺物 24

遺物 25 遺物 26 遺物 27
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まと

度謳戸におしふ Cび） い9戻：t 戸(!ノも（｝〕こ さ汀，;1 び｝

出である 3

こ且は、今回の訓査がi『なわれるまで指定寺域東端に幅 3-5mで兄られた地割りが国分寺

創建時からの東域を画するものであると見られてぎたことに対し再検討をせまるものである。

つまり、讃岐国分寺の寺域についてはその東限が移動したことが明らかになったのである。創

建当時の讃岐国分寺の東西幅は現在の指定寺域東西幅227mより 9-13m西側にもうけられてい

たもようである。なお発掘前に設定した現国分寺の仁王門と講堂の中心線から今同検出され東

築地にそった溝の東側までの距離が164mとなり約一町半である。

現指定寺域東端部については、耕作土の下に幅約 5m、高さ約20cmの淡黄灰色枯質土甚壇上

の高まりが見られここからは瓦類は検出されず、拡張された国分寺の東限は今回検出された東

築地とは多少おもむきを異にしているように考えられる。

しかし、寺域の北限については東築地跡のまわりが指定寺域の北端にとりつくとともに、北

の築地のものと考えられる肩の部分も検出されており、指定寺域の地割りとほぼ一致している。

このことから寺域の北限については創建当時のものが多少その形態を変えながらもほぼそのま

ま使用されていたように考えられる。

検出された東築地甚壇部の両側からは瓦を中心に多量の遺物が出土した。瓦墳類についてみ

ると軒丸瓦など奈良時代後半のものが見られることから、築地は創建時のものと考えられる。この

築地にそった溝底からは数点土器が出土したにとどまっている。これらの土器の編年観につい

ては県教委の渡部明夫氏や広瀬常雄氏の研究を参考に検討すると溝砂層中のものは11世紀に比

定していいように思われる。

築地基壇の両側の遺物については古いものは 7世紀初頭頃の杯身も混入していたが瓦質土器、

土師器などは11-12世紀の時期のものと考えられる。 11-12世紀と考えられる瓦質土器につい

ては同時期のものが築地東側の溝からも出土している。したがって溝についても築地にそいほ

ぼ方向も同じことなども合めて築地と同時代のものといっていいように思われる。

さて、これら築地や溝の下限についてみると、溝は出土遺物から平安末期頃まで存続してい

たものと考えられる。築地については時代を特定しうる遺物が少ないからはっきりとはしない

がおそらく溝の下限期と同じころにその機能を停止したものと考えられる。検出された東築地

から現在の指定寺域東限までの間については現本堂が鎌倉中期に建立されているのでこの時期

に讃岐国分寺の寺域にも大ぎな変化があった可能性も考えられるのではないだろうか。

以上58年度発掘調査について概観してぎたが来年度以降東築地にあったと考えられる東門跡

さらには僧の生活に関連する雑舎なども明らかにされるものと思われる。これらの遺構の検出

により奈良時代から現在まで現位懺で存続してぎたと考えられる讃岐国分寺の歴史的変遷が明

らかになるものと期待される。
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